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研究の応用分野

キーワード チトクロームP450 環境汚染物質 異物代謝酵素 遺伝子操作

研究の概要

ダイオキシンやPCBは微生物などによってほとんど分解されず、環境中に蓄積する性
質を持っている。一方、モノオキシゲナーゼ活性を持つチトクロームP450がこれら
を分解する能力を持っていることが知られている。
我々は、好熱菌のチトクロームP450が有機溶媒耐性を持っていることを見出してお
り、有機溶媒を用いることによる、これら疎水性の環境汚染物質に対する効率の高
い分解系の構築を目指している。

ダイオキシン、PCBなどに代表される環境汚染物質の分解システム
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Dioxin-ClDioxin-Cl チトクロームP450(CYP)とは

哺乳類から細菌まで生物界に広く存在する

ヘムタンパク質。

環境汚染物質のような

脂溶性物を分解する機能を持っている。

環境汚染物質の分解系を構築で
きる可能性がある。


